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1 はじめに
　昨今、情報化によってインターネット上で

大量の情報が飛び交い、その中の情報を分析す
ることは、情報科学の分野においても重要であ
る。その中で、一国家について調査する際にも
一国家の情報だけでなく、関係する他国とのつ
ながりも含めることも重要となっている。
国家間の関連性分析を行う従来の研究では、

各国の報道機関が Web 上に公開しているニ
ュース記事のクラスタリングの誤分類と記事の
トピックから、各国にどのトピックで関連性が
あるのか分析する手法が存在する [1]。
しかし、[1]では関連性を求めるためのトピッ

ク選定とトピックと国との関連性の判断は手
動であり、トピック以外の単語については考慮
されていなかった。そこで、本研究では各国の
ニュース記事に存在する国特有の固有表現に着
目し、ニュース記事の誤分類を利用することで
それらに重要度を付与することから国家間の関
連性の強度を求めることを目標とする。

2 TF-IDF、相互情報量を拡張した単語
重要度

[2] では単語重要度の計算方法として従来手
法の TF-IDF を特定分野のコーパス Dp, 一般
分野のコーパス Dn のドキュメント集合から、
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それぞれに対して単語の出現回数 TF 値 を求
め、単語重要度を計算する方法が提案されてい
る。また、相互情報量を組み入れることによっ
てたまたま使われた単語の重要度を低く設定し
ながら、特定分野でのみ使われる単語の重要度
を高く設定できる手法も提案されている。

3 提案手法
本節では、本研究で行った手法について述べ

る。まず、英語版 Wikipedia*1 の一国家に関連
するカテゴリからページタイトルを取得し、そ
れを国特有の固有表現辞書とする。地名の辞書
作成には Simplemaps*2を利用する。
次に、ニュース記事を Doc2Vec によってベ

クトル化し、 k-means 法を用いてクラスタリ
ングを行う。その際のクラスタ数は記事の発行
国数とする。ラベルには、ラベリング済でない
クラスタについて、各クラスタ内で発行国の割
合が一番大きい発行国をラベルを割り当てる。
その後、割り当てたクラスタをラベリング済と
し、これを繰り返すことでラベリングを行う。
さらに [2]の計算手法を用いて、各国の辞書

に含まれる固有表現の単語に重要度を付与す
る。Dpに発行国とラベルが同一の記事、Dnに
発行国とラベルが異なる記事、単語集合 T に発
行国の辞書を割り当て、計算する。
そして、一国家の一記事の中に含まれる別国

の辞書の単語の出現頻度を調べ、重要度との積
の合計を取ることでその記事スコアとする。一

*1 https://en.wikipedia.org

*2 https://simplemaps.com
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国家の記事スコアの合計が一定以上のものをカ
ウントし、発行国の記事全てに対する出現確率
を別国への興味スコアとする。

4 実験
本節では、本研究で行った実験方法とその結

果について記す。
4.1 実験方法
まず、固有表現の辞書の作成は 1)人名 2)組

織名 3)企業名 4)地名を対象とした。国家名と
取得できたその国家に関連する単語の数を表 1

に示す。
次に、アメリカ、イギリス、カナダのWebで

公開されているニュースサイトから記事を収集
した。記事は Doc2vec によってベクトル化し
た後、クラスタ数は 3 とし k-means 法によっ
てクラスタリングを行った。
一つの発行国とラベルが同一の文書を Dp、

同一でないの文書を Dn とし、[2] の２つの手
法による単語重要度を順に計算した。このと
き、パラメータは２つの計算方法ではそれぞれ
α = 0.2、α = 1.1, β = 2.7, 閾値 k は 7500 と
0.1 とした。最後に閾値を超えるものをカウン
トし、発行国のドキュメント集合に対する出現
確率を求めた。

表 1 国別固有名詞辞書の単語数
国家名 単語数
USA 719,283

GBR 553,301

CAN 135,689

4.2 実験結果
TF-IDF を拡張した計算法での興味スコアの

順位と相互情報量を拡張した計算法での興味ス
コアの順位をそれぞれ表 2、表 3に示す。どち
らの表を見てもアメリカ、イギリスが相互に順
位が高く、先進国としてメディアが大きく報道
していると考えられる。しかし、カナダへの興

味スコアの順位が低く、これは国際的な影響力
が他二国よりも小さいためだと考えられる。ま
た、表 1を見ると単語数が他二国より少ないた
め、他二国の記事に出現する単語が少なかった
ためであるとも考えられる。

表 2 TF-IDF を拡張した計算法での興味スコア
発行国 \対象 can usa gbr

can × 4 2

usa 6 × 1

gbr 5 3 ×

表 3 相互情報量を拡張した計算法での興味スコア
発行国 \対象 can usa gbr

can × 3 4

usa 5 × 2

gbr 6 1 ×

5 まとめ
今回、ニュース記事の誤分類を利用し固有表

現に重要度を付与することから国家間の関連
性の強度を求めることは一部達成できた。しか
し、各国の単語数の差によって影響が出ている
とも考えられ、今後注視する必要がある。
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